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 このことについて、「岐阜県立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則」第８条第１項に

基づき、次のとおり学校運営協議会を開催しましたので、その概要について報告します。 

 

 

１ 会 議 名  大垣商業高等学校 学校運営協議会 （第３回） 

 

２ 開催日時  令和６年１月２３日（火） １３：３０～１６：００ 

 

３ 開催場所  大垣商業高等学校 校長室 

        開催にあたり、委員による授業参観（課題研究発表会）を実施した。 

 

４ 参 加 者  会  長  山田 雄治  朝日大学経営学部 教授 

                副 会 長   栗田 恵世  ＪＰコーチ＆コンサルティング(株) 代表取締役 

                委  員    岡野 智生  大垣市開発町 前自治会長 

日比野 幸江 和合地区 民生委員  

              中井 恵子  本校ＰＴＡ 副会長 

杉本 摩希子 本校ＰＴＡ 会計監査 

箕浦 之治  大垣観光協会 専務理事 

石坂 信一郎 岐阜協立大学 副学長 

田中 禎一  大垣西ロータリークラブ 青少年育成委員長 

正田 嗣文  大垣ビジネスサポートセンター センター長 

 

              学 校 側    増田 康宏    校長 

高木 裕直  副校長 

                         小森 妙子   事務部長 

岡戸 邦仁    教頭 

                         下平 昌子    教頭 

纐纈 サオリ 教務主任（全日制） 

井村 仁美  教務主任（定時制） 

 

５ 会議の概要（協議事項） 

（１）地域と連携した教育活動に関する事項について 

・本日の課題研究発表会について 

 

意見１：全体的にレベルの高い発表であった。台湾は、歴史的なつながりや国民性、価値観の

類似性がみられ、良い提携先であると思われる。今後も継続してほしい。 

 

意見２：クリエイティブな取組が多く、オリジナリティのある作品発表であった。作品から、

教わったこと以上の学びができていると感じた。 

 

意見３：キャリア教育、ＩＣＴ教育などが高校生の課題として挙げられる。その点において、

本校は、全国的にみてもレベルが高いのではないか。企業との連携においては、商品開



発の工程などで、企業は大きな負担がかかる。今後、テストマーケティングデータを収

集し、企業に情報を提供するなど、フィードバックすることも必要ではないか。 

   

意見４：地域のイベントで、様々なお手伝いをしていただき感謝している。活動に参加する生

徒の細かな心遣いを感じる。 

 

意見５：ホームページの充実を図ってほしい。ホームページを生徒が制作してもよいのではな

いか。 

 

 （２）自己評価・学校関係者評価に関する事項について 

    ・自己評価について報告  

 

意見１：大学入学共通テストの取組に力を入れてほしい。 

 

意見２：４月に行われた大学進学に関する奨学金の説明会は大変よかった。保護者向けの進路

説明会を、オンライン開催で構わないので実施してほしい。 

 

意見３：世の中が多様化・多角化・多面化している。少子高齢化が進み、世の中の仕組みが変

わろうとしている。自分の価値観を広めていくことが必要である。 

 

意見４：社会人になっても勉強は続く。目的意識をもたせ、主体的に学ぶ力を身に付けさせて

ほしい。 

 

意見５：大垣市は、上場企業が多く、恵まれた地域である。今後も多くの企業と接点をもち、

幅広い情報を得て、実践的な学習につなげてほしい。 

 

６ 会議のまとめ 

・第３回学校運営協議会では、これまでの地域連携の授業を踏まえ、各学科による課題研究発表

会を参観し、今後の地域連携の在り方について、様々な立場から意見が得られた。 

・学校評価に対する意見も踏まえ、今後の学校運営の改善に役立てたい。 
 


